
【SR-7　評価シート　エビデンス総体】
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急性有害事象
（Grade 2以上の皮
膚炎）

後ろ向き
コホート
/2、Case
control
study/2

-1 0 -1 0 0 0 663 130 19.608 209 42 20.096 OR 0.92 0.61-1.37 弱(C） 7

急性有害事象（乳房
痛）

後ろ向き
コホート
/1、Case
control
study/2

-1 0 -1 0 0 0 475 80 16.842 160 38 23.75 OR 1.18 0.73-1.92 弱(C） 7

急性有害事象（肺）
Case
control
study/1

0 0 0 0 209 2 0.9569 67 2 2.9851 OR 3.18 0.44-23.06 弱(C） 7

急性有害事象（疲
労）

Case
control
study/1

0 0 0 0 55 45 81.818 55 28 50.909 OR 0.23 0.10-0.55 弱(C） 7

BRCA1/2病的バリアント陽性乳房手術後の乳癌
患者に放射線治療は勧められるか？

＊バイアスリスク，非直接性
　各ドメインの評価は「高（－2）」，「中／疑い（－1）」，「低（0）」の3 段階。
　まとめは「高（－2）」，「中（－1）」，「低（0）」の3 段階でエビデンス総体に反映させる。
＊＊上昇要因
　　各項目の評価は「高（＋2）」，「中（＋1）」，「低（0）」の3 段階。
　　まとめは「高（＋2）」，「中（＋1）」，「低（0）の3 段階でエビデンス総体に反映させる。
アウトカムごとに別紙にまとめる。

乳房手術後の乳癌患者

BRCA1/2病的バリアント陽性乳癌患者に放射線
治療を行う
BRCA1/2病的バリアント陰性乳癌患者に放射線
治療を行う

リスク人数（アウトカム率）



晩期有害事象（皮
膚）

Case
control
study/1

-1 -1 0 0 261 8 3.0651 119 2 1.6807 OR 0.77 0.16-3.73 弱(C） 8

晩期有害事象（皮下
組織）

Case
control
study/2

-1 0 -1 -1 0 0 265 26 9.8113 122 8 6.5574 OR 0.9 0.39-2.12 弱(C） 8

晩期有害事象（肺）
Case
control
study/2

-1 -1 -1 0 0 0 263 0 0 122 2 1.6393 OR 5.37 0.55-52.24 弱(C） 8

晩期有害事象（肋
骨）

Case
control
study/2

-1 0 -1 0 0 0 268 3 1.1194 126 4 3.1746 OR 1.92 0.27-13.38 弱(C） 8

対側乳癌
Case
control
study/1

-1 0 0 0 0 301 40 13.29 302 56 18.54 OR 1.49 0.96-2.31 弱(C） 7

コメント（該当するセルに記入）
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